
地域密着型金融の取組事例（平成 27年度） 

農山漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援 

タイトル 担い手農業者に対する融資サポート策

ＪＡ名 遠州中央・静岡県信連 （静岡県） 

１ 動機 

（経緯） 

 飼料・肥料・燃料等の値上がりや農畜産物の価格低迷等により営農負債が増加

した農業者に対して、ＪＡが関係強化を図る必要があると判断した担い手農業者

への支援策として、農業資金、事業性資金等を融通する「担い手農業者融資サポ

ート枠」を制定しています。 

２ 概要 （１）目的  担い手農業者と関係強化を図り、かつ今後の事業等をサポートし

ていく先に対し、農業資金、事業性資金等を融通する。 

（２）対象者 担い手農業者

（３）限度額 1，000百万円（平成 27年～30年度/管理枠）

（４）体制  信連における所定の手続及び審査基準に基づき、総合的に与信可 

否の判断を行う。 

３ 成果 

（効果） 

信連は購買未収金のある取引先に対して負債整理資金を融資しました。 

ＪＡは、他行資金をより返済負担の少ないＪＡ独自資金への借換えを支援しま

した。これらにより、組合員農家の返済負担軽減等の経営支援につながりました。 

４ 今後の

予定（課題） 

（１）資金の円滑な償還促進に努めます。

（２）組合員農家の経営管理に努めます。

引き続き担い手農業者とＪＡおよび信連との関係強化を図ります。


